
令和 8 年度 いい地球号（E195）支援プログラム                      作成日 令和８年３月 
いい地球号（法人）理念 同じ時代、同じ地域に出会った仲間が、（宇宙を航海する地球号に乗り合わせた仲間のように）お互いの協力で一人ひとりの良い面を

発揮して、この地球上にいい社会を作っていく 
基本方針 児童福祉法に基づき、児童一人一人の発達段階及び特性に応じた個別支援を実施する。また、個別支援計画書に基づき、日常生活動

作及び集団生活への適応能力の習得を目的とした支援を行う 
営業時間 月曜日〜⾦曜日 

サービス提供時間 午前８：３０〜１１：００（内２時間） 午後１２：００〜１６：００（内２時間） 
支援内容 
本
人
支
援 

健康・生活 ・基本的生活習慣の確立に向けた支援を行う 
・来所時、検温を行うと同時に視診・触診にて健康状態を把握する 

運動・感覚 ・粗大運動及び微細運動を取り入れた支援を行う 
・体幹を鍛える  ・さくらさくらんぼリズム遊び参加  ・バランスボール ・トランポリン ・ボール等 

認知・行動 ・認知機能の発達及び行動面の安定を図る支援を行う 
・視覚支援を活用し適宜声掛けを行い、見通しを持って安心して行動できるように配慮する 

言語・ 
コミュニケーション 

・個々の発達に応じたコミュニケーション手段の獲得を支援する 
・様々な手段で自分の思いを伝えてきた時は、しっかりと受け止め意志を尊重し、発語を促がすように支援する 

人間関係・社会性 ・対人関係の形成及び社会性の発達を促す支援を行う 
・ひとり遊びから集団・象徴遊びへの支援（ごっこ遊び・見立て遊び等） 

家族支援 ・家族に寄り添いながら安心して過ごせるようにする為に、必要に応じて相談援助等を行う 
・事業所での様子ややり取りを、日頃から連絡帳や送迎時に保護者に伝え共有する   
・毎月、個別懇談会、月例懇談会（保護者会）の実施 

地域支援・地域連携 ・関係機関と積極的に関わり連携して支援体制の構築を図る 
・関係機関からの情報に基づき具体的な場面での子どもの関わり方の提案や助言を行う 

移行支援 ・子ども園等での課題を共有し、療育内容に反映させ、集団生活がスムーズに行えるように支援する 
・児童発達支援事業所から放課後等デイサービスへの移行シートを作成し支援会議に参加して、支援内容を共有する 

職員の質の向上 ・月１回程度 託麻台リハビリテーション病院（OT/PT/ST）による専門療育実施・検討会実施 
・職員の各種研修（本妙寺こども園との合同研修）参加 ・ケース会議 ・外部研修参加 

主な行事等 季節の行事（お花見・水遊び・ハロウィン・クリスマス・豆まき等） 
季節の製作（こいのぼり製作・ハロウィン製作・クリスマス製作等） 


